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三
月
議
会
か
ら

三
月
定
例
市
議
会
は
、
三
月

二
日
か
ら
三
月
二
十
五
日
ま
で

の
二
十
四
日
間
開
催
さ
れ
ま
し

た
。今

期
定
例
会
で
は
、
平
成
二

十
一
年
度
補
正
予
算
九
件
、
平

成
二
十
二
年
度
予
算
九
件
、
条

例
改
正
等
十
件
、
事
件
案
件
四

件
、
人
事
案
件
一
件
を
審
議
し

ま
し
た
。

す
べ
て
の
案
件
は
、
可
決
、

同
意
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
主
な

も
の
は
九
〜
十
ペ
ー
ジ
に
ま
と

め
ま
し
た
。

施
政
方
針
に
対
す
る
質
疑
お

よ
び
一
般
質
問
は
、
六
名
の
議

員
が
行
い
、
市
政
の
現
状
、
方

針
等
考
え
方
を
た
だ
し
ま
し
た
。

そ
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
四

〜
七
ペ
ー
ジ
に
ま
と
め
ま
し
た
。

五
月
十
四
日
に
臨
時
会
を
開

催
し
、
新
し
い
議
会
構
成
が
決

定
さ
れ
ま
し
た
。

議
長
、
副
議
長
、
議
会
選
出

監
査
委
員
、議
会
運
営
委
員
会
、

各
常
任
委
員
会
の
委
員
が
二
〜

三
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
決
ま
り
ま

し
た
。

五
月
臨
時
会
か
ら
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新しい議会構成を決定しました

議　長

角石
かくいし

茂美
し げ み

副議長

三浦
み う ら

隆利
たかとし

阪口
さかぐち

正哉
ま さ や

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
平

素
か
ら
市
政
並
び
に
市
議
会

に
対
し
ま
し
て
温
か
い
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
か

ら
感
謝
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

こ
の
た
び
、
相
生
市
議
会

議
長
、
副
議
長
に
就
任
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
微
力
で
あ
り
ま
す
が
、

円
滑
な
議
会
運
営
に
努
め
、

よ
り
開
か
れ
た
議
会
と
な
る

よ
う
最
善
の
努
力
を
尽
く
す

決
意
で
あ
り
ま
す
。

市
議
会
は
、
市
の
意
志
決

定
を
行
う
議
決
機
関
で
あ
る

と
同
時
に
、
執
行
機
関
の
監

視
機
関
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
私
た
ち
議
会

に
お
き
ま
し
て
は
、
山
積
す

る
課
題
の
重
要
性
を
真
摯
に

受
け
と
め
、
市
民
の
皆
さ
ま

か
ら
、
負
託
さ
れ
ま
し
た
議

会
の
果
た
す
べ
き
責
任
と
役

割
の
重
大
さ
を
痛
感
す
る
と

と
も
に
、
公
正
、
公
平
に
諸

課
題
の
解
決
に
向
け
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。

ど
う
か
皆
さ
ま
方
の
一
層

の
ご
指
導
、
ご
支
援
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ

げ
、
就
任
の
あ
い
さ
つ
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

議
会
を
円
滑
に
運
営
す
る

た
め
、
議
会
運
営
全
般
に
つ

い
て
協
議
・
調
整
し
ま
す
。

委
員
　
土
井
　
本
子

〃

豆
鞘
　
宏
重
　

〃

前
川
　
郁
典

〃

楠
田
　
道
雄 委員長

盛
もり

耕三
こうぞう

副委員長

渡邊
わたなべ

慎治
し ん じ

議議
会会
選選
出出
委委
員員
等等

西
播
磨
水
道
企
業
団
議
会
議
員

豆
鞘
　
宏
重
・
後
田
　
正
信

前
川
　
郁
典
・
吉
田
　
政
男

奥
本
巳
千
雄
・
大
川
　
孝
之

楠
田
　
道
雄

安
室
ダ
ム
水
道
用
水
供
給

企
業
団
議
会
議
員

吉
田
　
政
男
・
角
石
　
茂
美

赤
相
農
業
共
済
事
務
組
合

議
会
議
員

三
浦
　
隆
利
・
渡
邊
　
慎
治

農
業
委
員
会
委
員

宮
艸
　
真
木
・
阪
口
　
正
哉

民
生
委
員
推
薦
会
委
員

前
川
郁
典
・
楠
田
道
雄

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会委

員

三
浦
隆
利
・
柴
田
　
和
夫

環
境
保
全
審
議
会
委
員

豆
鞘
　
宏
重
・
渡
邊
　
慎
治

岩
崎
　
　
修

都
市
計
画
審
議
会
委
員

宮
艸
　
真
木
・
阪
口
　
正
哉

議議
会会
選選
出出
監監
査査
委委
員員

就就
　　
任任
　　
挨挨
　　
拶拶

議議
会会
運運
営営
委委
員員
会会
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相
生
市
で
は
、
二
人
以
上
の
議
員

で
会
派
を
構
成
し
て
い
ま
す
。

緑
風
ク
ラ
ブ
（
七
人
）

（
代
　
表
）

前
川
　
郁
典

（
幹
事
長
）

豆
鞘
　
宏
重

阪
口
　
正
哉
、
三
浦
　
隆
利

盛
　
　
耕
三
　
吉
田
　
政
男

角
石
　
茂
美

ク
ロ
ー
バ
ー
（
五
人
）

（
代
　
表
）

楠
田
　
道
雄

（
幹
事
長
）

土
井
　
本
子

宮
艸
　
真
木
　
奥
本
巳
千
雄

柴
田
　
和
夫
　

公
明
党
（
二
人
）

（
幹
事
長
）

後
田
　
正
信
　

渡
邊
　
慎
治

会
派
に
属
さ
な
い
議
員

岩
崎
　
　
修
　
（
共
産
党
）

大
川
　
孝
之
　
（
無
会
派
）

議
会
報
編
集
委
員
会

委
員
長
　
岩
崎
　
修

副
委
員
長
　
前
川
　
郁
典

委
　

員
　
宮
艸
　
真
木

〃
　
　
豆
鞘
　
宏
重

〃
　

後
田
　
正
信

〃
　

阪
口
　
正
哉

〃
　

柴
田
　
和
夫

会会
派派
別別
議議
員員
　　

総総
務務
文文
教教
常常
任任
委委
員員
会会
（（
八八
人人
））

常任委員会・会派構成

民民
生生
建建
設設
常常
任任
委委
員員
会会
（（
八八
人人
））

企
画
管
理
部
、
出
納
室
、
議
会
、
選
挙
管
理

委
員
会
、
監
査
委
員
、
公
平
委
員
会
、
消
防
本

部
、
教
育
委
員
会
等
に
関
す
る
事
項
を
調
査
・

審
査
し
ま
す
。

市
民
環
境
部
、
健
康
福
祉
部
、
建
設
経
済
部
、

市
民
病
院
、
農
業
委
員
会
に
関
す
る
事
項
を
調

査
・
審
査
し
ま
す
。

委　員

大川
おおかわ

孝之
たかゆき

委員長

渡邊
わたなべ

慎治
し ん じ

委　員

盛
もり

耕三
こうぞう

委　員

岩崎
いわさき

修
おさむ

副委員長

豆鞘
まめさや

宏重
ひろしげ

委　員

角石
かくいし

茂美
し げ み

委　員

柴田
しし ばば たた

和夫
かか ずず おお

委　員

土井
ど い

本子
も と こ

委　員

宮艸
みやくさ

真木
ま き

委　員

楠田
く す だ

道雄
み ち お

委　員

三浦
み う ら

隆利
たかとし

副委員長

吉田
よ し だ

政男
ま さ お

委　員

奥本
おくもと

巳千雄
み ち お

委　員

阪口
さかぐち

正哉
ま さ や

委員長

後田
うしろだ

正信
まさのぶ

委　員

前川
まえかわ

郁典
いくすけ



０
０
１
で
は
評
価
の
対
象
外

で
あ
っ
た
市
民
や
事
業
所
を

巻
き
込
ん
だ
環
境
施
策
を
管

理
評
価
の
対
象
と
し
て
取
り

組
み
ま
す
。

交交
通通
弱弱
者者
のの
課課
題題
にに

対対
応応
しし
たた
シシ
スス
テテ
ムム
づづ

くく
りり
がが
急急
がが
れれ
てて
いい
るる
。。

特特
にに
、、
デデ
ママ
ンン
ドド
タタ
クク
シシ

ーー
（（
※※
））
のの
運運
行行
にに
はは
、、
大大
きき
なな

期期
待待
がが
寄寄
せせ
らら
れれ
てて
いい
るる
がが
、、

現現
在在
のの
試試
験験
運運
行行
計計
画画
等等
はは
。。

平
成
二
十
二
年
五
月

か
ら
六
カ
月
間
、
矢
野

町
三
地
区
、
若
狭
野
町
三
地

区
で
、
自
宅
か
ら
最
寄
り
の

バ
ス
停
ま
で
の
送
迎
を
事
前

予
約
制
で
、
一
人
一
回
百
円

の
利
用
料
に
よ
り
、
試
験
運

行
を
実
施
し
ま
す
。

な
お
、
本
格
実
施
す
る
か

ど
う
か
の
判
断
基
準
に
つ
い

て
は
、
生
活
交
通
シ
ス
テ
ム

検
討
会
の
合
意
を
得
て
設
定

い
た
し
ま
す
。

絵
本
の
原
画
展
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

市
内
小
学
校
に
は
、
十
の

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
が
、
朝
の
読
書
時

間
の
手
伝
い
や
ブ
ッ
ク
ト
ー

ク
な
ど
の
活
動
を
お
願
い
し

て
お
り
ま
す
。

太太
陽陽
光光
発発
電電
シシ
スス
テテ

ムム
設設
置置
にに
対対
すす
るる
補補
助助

制制
度度
のの
現現
状状
はは
。。
まま
たた
、、
相相

生生
市市
新新
環環
境境
ママ
ネネ
ジジ
メメ
ンン
トト

シシ
スス
テテ
ムム
のの
策策
定定
概概
要要
はは
。。

小小
学学
校校
高高
学学
年年
をを
対対

象象
にに
教教
科科
担担
任任
制制
をを
導導

入入
すす
るる
学学
校校
がが
増増
ええ
てて
いい
るる

がが
、、
本本
市市
にに
おお
いい
てて
もも
、、
学学

級級
担担
任任
制制
かか
らら
教教
科科
担担
任任
制制

へへ
のの
変変
更更
、、
そそ
のの
研研
究究
はは
ささ

れれ
てて
いい
るる
のの
かか
。。

平
成
十
三
年
度
よ
り

双
葉
小
学
校
で
、
県
教

育
委
員
会
の
指
定
を
受
け
た

教
科
担
任
制
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
平
成
二
十
一
年
度

は
、
同
小
学
校
で
「
兵
庫
型

教
科
担
任
制
」
の
指
定
を
受

け
、
五
・
六
年
生
を
対
象
に

算
数
・
理
科
で
少
人
数
指
導

を
実
施
し
ま
し
た
。
な
お
、

平
成
二
十
二
年
度
か
ら
中
央

小
学
校
で
も
取
り
組
み
ま
す
。

市市
立立
図図
書書
館館
のの
業業
務務

委委
託託
後後
のの
新新
たた
なな
取取
りり

組組
みみ
はは
。。一

階
の
開
架
室
の
一

般
室
に
、
郷
土
作
家
コ

ー
ナ
ー
、
お
す
す
め
の
図
書

コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
設
置
し
て

お
り
ま
す
。

読読
書書
推推
進進
事事
業業
おお
よよ

びび
読読
みみ
聞聞
かか
せせ
ボボ
ララ
ンン

テテ
ィィ
アア
のの
活活
動動
状状
況況
はは
。。

子
ど
も
に
対
し
て
行

う
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事

業
、
夏
休
み
子
ど
も
図
書
館

員
事
業
、
保
護
者
対
象
の
子

ど
も
の
本
勉
強
会
、
子
ど
も

と
本
の
か
け
橋
事
業
、
ま
た
、

「「
わわ
くく
わわ
くく
学学
力力
アア

ッッ
ププ
事事
業業
」」
にに
よよ
るる
学学

力力
検検
定定
おお
よよ
びび
「「
ぐぐ
んん
ぐぐ
んん

国国
語語
力力
アア
ッッ
ププ
事事
業業
」」
のの
概概

要要
はは
。。

学
力
ア
ッ
プ
事
業
は
、

小
学
校
三
年
生
以
上
の

児
童
を
対
象
に
、
一
・
二
学

期
末
に
は
、
国
語
・
算
数
、

学
年
末
に
は
、
四
教
科
の
学

力
テ
ス
ト
を
実
施
し
、
八
十

点
を
合
格
点
と
し
合
格
点
に

達
し
な
か
っ
た
子
ど
も
に
は

補
充
学
習
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
国
語
力
ア
ッ
プ
事

業
は
、
言
語
能
力
を
高
め
る

た
め
読
書
や
音
読
な
ど
に
積

極
的
に
取
り
組
む
事
業
で
す
。

特
に
読
書
を
奨
励
す
る
た
め
、

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
方
式
で
、

一
定
の
冊
数
に
達
す
る
と
読

書
賞
を
交
付
し
、
各
小
学
校

で
音
読
発
表
会
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

※デマンドタクシー：一般のタクシー車輌を使い、決められたコースと時間の中で、予約のあった便のみ運行する乗合タクシー
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〈
三
月
議
会
〉

施
政
方
針
に
対
す
る

代
表
質
問
・
一
般
質
問

相相
生生
市市
にに
おお
けけ
るる
生生

活活
習習
慣慣
病病
検検
査査
のの
うう
ちち
、、

胃胃
がが
んん
検検
診診
のの
受受
診診
率率
おお
よよ

びび
発発
見見
率率
のの
実実
績績
。。
まま
たた
、、

受受
診診
率率
のの
向向
上上
対対
策策
はは
。。

問問

学校教育・市立図
書館について
環境にやさしいま
ちづくりについて
生活交通について

（代表質問）

楠田
くく すす だだ

道雄
みみ ちち おお

国
の
補
助
制
度
の
復

活
や
余
剰
電
力
の
買
い

取
り
価
格
が
二
倍
と
な
っ
た

た
め
、三
十
五
件
の
申
請
が
あ

り
ま
し
た
。な
お
、平
成
二
十
二

年
度
は
、一
件
の
限
度
額
を
十

二
万
円
に
拡
大
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、近
隣
市
で
は
、姫
路
市
が

助
成
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

新
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ

ス
テ
ム
は
、
Ｃ
Ｏ
２
削
減
の

た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
に

重
点
を
置
き
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４

生活習慣病検査
について

宮艸
みやくさ

真木
ま き

学校ボランティアによる読み聞かせ

答

答答

答

答

答

問

問

問

問問



討討
すす
べべ
きき
でで
はは
なな
いい
かか
。。

学
校
の
名
称
に
つ
い

て
は
、
そ
の
地
域
の
歴

史
的
背
景
や
学
校
と
の
結
び

つ
き
も
十
分
考
慮
し
つ
つ
、

市
の
考
え
方
も
お
示
し
し
ま

す
が
、
最
終
的
に
は
保
護
者
、

地
域
住
民
の
合
意
に
よ
り
、

決
定
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

消消
防防
団団
のの
組組
織織
再再
編編

にに
よよ
るる
費費
用用
対対
効効
果果
はは
。。

経
費
面
で
の
効
果
は
、

平
成
二
十
八
年
度
ま
で

に
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
等
を

二
十
二
台
か
ら
十
五
台
と
し
、

車
両
の
維
持
管
理
費
な
ど
で

約
二
千
万
円
の
削
減
効
果
が

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

た
っ
て
、
在
宅
医
療
も
担
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

市市
民民
病病
院院
改改
革革
ププ
ララ

ンン
にに
よよ
るる
平平
成成
二二
十十
二二

年年
度度
末末
にに
判判
断断
すす
るる
収収
支支
ババ

ララ
ンン
スス
のの
基基
準準
をを
どど
のの
よよ
うう

にに
考考
ええ
てて
いい
るる
のの
かか
。。

今
年
の
十
二
月
頃
に

は
、
平
成
二
十
二
年
度

決
算
の
見
込
み
、
ま
た
、
翌

年
度
の
医
師
確
保
状
況
の
見

込
み
に
つ
い
て
報
告
で
き
る

状
況
に
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
そ
の
頃
に
は
、

判
断
で
き
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

小小
・・
中中
学学
校校
のの
適適
正正

配配
置置
にに
つつ
いい
てて
、、
学学
校校

のの
名名
称称
をを
一一
度度
総総
合合
的的
にに
検検

市市
民民
病病
院院
のの
現現
状状
でで

のの
役役
割割
はは
どど
のの
よよ
うう
なな

もも
のの
かか
。。現

在
、
地
域
連
携
を

強
化
し
、
他
の
病
院
で

長
期
療
養
と
な
っ
た
患
者
、

県
立
粒
子
線
医
療
セ
ン
タ
ー

へ
の
通
院
患
者
の
受
け
入
れ
、

ま
た
常
勤
医
師
の
専
門
性
を

生
か
し
た
乳
腺
外
来
、
肛
門

外
来
等
の
専
門
外
来
を
行
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
消
化
器
系
・
循
環

器
系
を
中
心
と
し
た
プ
ラ
イ

マ
リ
ー
ケ
ア
も
担
い
な
が
ら

将
来
的
に
は
、
医
師
確
保
に

西西
播播
広広
域域
行行
政政
協協
議議

会会
にに
つつ
いい
てて
、、
ここ
れれ
まま

でで
にに
どど
のの
よよ
うう
なな
効効
果果
がが
ああ

っっ
たた
のの
かか
。。

各
構
成
団
体
が
実
施

す
る
道
路
な
ど
の
公
共

施
設
整
備
を
広
域
計
画
と
連

動
さ
せ
る
こ
と
で
促
進
さ
れ

た
こ
と
、
職
員
研
修
の
共
同

実
施
、
国
・
県
等
へ
の
要
望

活
動
、
ま
た
、
自
治
体
間
の

交
流
等
に
も
効
果
が
あ
っ
た

と
考
え
て
い
ま
す
。

新新
たた
にに
設設
置置
すす
るる
西西

播播
磨磨
広広
域域
行行
政政
課課
題題
市市

町町
連連
絡絡
会会
にに
つつ
いい
てて
、、
市市
とと

しし
てて
取取
りり
組組
むむ
べべ
きき
課課
題題
のの

優優
先先
順順
位位
はは
。。

まま
たた
、、
今今
後後
のの
広広
域域
行行
政政

にに
対対
すす
るる
市市
長長
のの
ビビ
ジジ
ョョ
ンン

はは
。。

短
期
的
な
も
の
は
、

医
療
、
防
災
、
有
害
鳥

獣
対
策
な
ど
で
、
中
・
長
期

的
に
は
、
森
林
組
合
の
広
域

化
、
ご
み
処
理
場
の
建
設
な

ど
が
検
討
す
る
課
題
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
広
域
行
政
の
重
要

度
は
強
く
感
じ
て
お
り
、
こ

四
十
歳
以
上
の
胃
が

ん
検
診
受
診
率
は
、
平

成
二
十
年
度
実
績
で
、
一
、

八
九
八
人
、
一
七
・
二
％
の

方
が
受
診
し
て
い
ま
す
。

胃
が
ん
発
見
率
は
、
一
三

一
人
の
方
が
精
密
検
査
を
受

け
、
そ
の
う
ち
、
二
人
の
方

か
ら
発
見
さ
れ
た
た
め
、

〇
・
一
一
％
で
す
。

な
お
、
受
診
率
向
上
の
た

め
、
市
が
実
施
し
た
特
定
健

診
お
よ
び
が
ん
検
診
の
未
受

診
の
約
一
万
四
千
人
に
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
そ
の

結
果
を
も
と
に
、
よ
り
健
康

診
査
を
受
け
や
す
く
す
る
環

境
づ
く
り
を
図
り
ま
す
。

新新
しし
いい
胃胃
がが
んん
検検
診診

方方
法法
とと
しし
てて
、、
血血
清清
ペペ

ププ
シシ
ノノ
ゲゲ
ンン
法法
がが
ああ
りり
、、
ここ

れれ
はは
、、
胃胃
がが
んん
がが
でで
きき
やや
すす

いい
方方
をを
発発
見見
すす
るる
検検
査査
でで
、、

発発
見見
率率
のの
向向
上上
にに
繋繋
がが
りり
まま

すす
。。
ここ
のの
方方
法法
のの
早早
いい
時時
期期

でで
のの
導導
入入
のの
考考
ええ
はは
。。

血
清
ペ
プ
シ
ノ
ゲ
ン

法
に
つ
い
て
は
、
現
在

の
と
こ
ろ
、
対
策
型
検
診
方

法
と
し
て
推
奨
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
な
ど
か
ら
、
導
入
計

画
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
今
後
、
国
、
近

隣
市
町
の
動
向
を
考
慮
し
検

討
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

※プライマリーケア：住民にとって身近な医療機関が行う健康相談や診療などの総合的な保健・医療サービス

相生市議会だより
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西播磨広域行政
課題市町連絡会
について

奥本
おくもと

巳千雄
み ち お

市民病院、学校教
育について
消防団について
道路整備について　
市庁舎の耐震につ
いて

（代表質問）

角石
かくいし

茂美
し げ み

相生市消防団第５分団車庫新築

れ
か
ら
も
地
方
分
権
が
進
み
、

道
州
制
を
含
め
た
国
と
地
方

の
あ
り
方
に
も
大
き
な
変
化

が
生
じ
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
機
が
熟
し
た
場
合
に
は
、

合
併
を
も
視
野
に
入
れ
て
取

り
組
ん
で
い
く
覚
悟
で
あ
り
、

今
で
も
西
播
磨
テ
ク
ノ
ポ
リ

ス
を
中
心
と
し
た
「
西
播
磨

市
構
想
」
は
、
決
し
て
断
念

を
し
て
い
ま
せ
ん
し
、
正
し

い
方
向
で
あ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。

答答

答答

答

答

答答

問

問問

問

問問

問
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旧旧
国国
道道
のの
那那
波波
野野
かか

らら
、、
たた
つつ
のの
市市
原原
まま
でで

のの
狭狭
小小
部部
分分
のの
道道
路路
整整
備備
のの

検検
討討
にに
つつ
いい
てて
。。

旧
国
道
那
波
野
の
未

施
工
部
分
、
約
六
七
〇

メ
ー
ト
ル
に
つ
い
て
は
、
た

つ
の
市
原
の
整
備
状
況
と
の

関
わ
り
も
大
き
い
こ
と
か
ら
、

た
つ
の
市
と
も
協
議
を
進
め

な
が
ら
、
事
業
費
が
増
大
と

な
る
街
路
事
業
等
で
は
な
く
、

道
路
改
良
事
業
等
で
実
施
を

検
討
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

第第
五五
次次
相相
生生
市市
総総
合合

計計
画画
策策
定定
にに
つつ
いい
てて
、、

「「
ふふ
るる
ささ
とと
相相
生生
」」
をを
どど
のの
よよ

うう
なな
まま
ちち
にに
しし
てて
いい
ここ
うう
とと

考考
ええ
てて
いい
るる
のの
かか
。。

昨昨
年年
のの
台台
風風
九九
号号
等等

にに
よよ
るる
災災
害害
をを
教教
訓訓
にに
、、

当当
市市
のの
減減
災災
にに
対対
すす
るる
取取
りり

組組
みみ
はは
。。ハ

ー
ド
面
は
、
平
成

二
十
一
年
度
事
業
の
主

な
も
の
と
し
て
、
県
に
よ
り
、

河
川
改
修
、
防
潮
堤
の
整
備

お
よ
び
急
傾
斜
地
の
崩
壊
対

策
事
業
な
ど
を
実
施
し
ま
し

た
。ソ

フ
ト
面
は
、
防
災
計
画

に
基
づ
き
、
市
民
の
皆
さ
ま

の
安
全
確
保
や
要
援
護
者
対

策
の
ほ
か
、
防
災
訓
練
の
実

施
や
備
蓄
品
の
確
保
に
努
め

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
災
害

が
発
生
し
た
場
合
の
心
の
ケ

ア
を
行
う
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の

確
保
も
必
要
な
課
題
と
考
え

て
い
ま
す
。

相相
生生
市市
のの
ＡＡ
ＥＥ
ＤＤ
スス

テテ
ーー
シシ
ョョ
ンン
のの
現現
状状
はは
。。

まま
たた
、、
最最
近近
ＡＡ
ＥＥ
ＤＤ
機機
器器
のの

不不
具具
合合
等等
がが
報報
道道
ささ
れれ
てて
いい

るる
がが
、、
本本
市市
のの
更更
新新
状状
況況
はは
。。

人
と
人
と
の
「
き
ず

な
」
を
ま
ち
づ
く
り
の

原
動
力
と
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
、
五
つ
の
ま
ち

づ
く
り
の
基
本
目
標
を
立
て
、

新
た
な
公
に
よ
る
考
え
方
で
、

多
様
な
主
体
が
目
的
を
共
有

し
て
取
り
組
む
参
画
と
協
働

の
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
ま
す
。市市

庁庁
舎舎
のの
耐耐
震震
診診
断断

でで
悪悪
いい
結結
果果
がが
でで
たた
場場

合合
、、
耐耐
震震
補補
強強
をを
行行
うう
のの
かか
。。

まま
たた
、、
新新
築築
のの
考考
ええ
はは
ああ
るる

のの
かか
。。

市
庁
舎
は
、
災
害
対

策
の
指
揮
命
令
中
枢
機

能
を
果
た
す
施
設
で
あ
る
の

で
、
Ｉ
Ｓ
値
〇
・
九
を
確
保

し
た
い
が
、
診
断
結
果
が
低

強
度
で
、
耐
震
補
強
に
相
当

な
費
用
が
か
か
る
の
で
あ
れ

ば
、
新
築
を
含
め
検
討
し
た

い
と
考
え
ま
す
。

減災の取り組み
について
ＡＥＤステーシ
ョンについて
任意予防接種事
業について

（代表質問）

後田
うしろだ

正信
まさのぶ

Ａ
Ｅ
Ｄ
登
録
制
度
を

発
足
さ
せ
て
一
年
余
が

経
過
し
、
設
置
事
業
所
も
、

現
在
七
八
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
機
器
の
有
効
期
限

前
に
は
、
代
理
店
等
か
ら
設

置
事
業
所
に
連
絡
が
あ
る
と

聞
い
て
お
り
、
適
正
な
維
持

管
理
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

小小
児児
用用
肺肺
炎炎
球球
菌菌
ワワ

クク
チチ
ンン
のの
接接
種種
事事
業業
、、

小小
児児
細細
菌菌
性性
髄髄
膜膜
炎炎
対対
策策
事事

業業
おお
よよ
びび
子子
宮宮
頸頸
がが
んん
ワワ
クク

チチ
ンン
接接
種種
事事
業業
のの
取取
りり
組組
みみ

はは
。。

小
児
用
の
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
を
ヒ
ブ
ワ
ク

チ
ン
と
併
せ
て
接
種
す
る
こ

と
で
、
約
八
割
か
ら
九
割
の

髄
膜
炎
を
防
ぎ
、
そ
の
予
防

効
果
が
大
き
い
こ
と
、
ま
た
、

三
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
と
同
時

に
接
種
で
き
る
こ
と
な
ど
は
、

認
識
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
平
成
二
十
二

年
度
予
算
に
お
い
て
、
予
防

接
種
の
助
成
を
計
上
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

な
お
、
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク

チ
ン
に
つ
い
て
も
、
そ
の
効

果
を
認
識
し
て
お
り
ま
す
が
、

現
在
、
供
給
体
制
や
副
反
応

等
の
情
報
を
収
集
し
て
い
る

段
階
で
あ
り
、
今
後
、
国
の

動
向
等
を
注
視
し
つ
つ
検
討

い
た
し
ま
す
。

たつの市原側から見た道路市境

AED講習

答

答答

答

答答

問問

問

問問

問



す
る
な
ど
児
童
生
徒
の
安
全

確
保
に
努
め
ま
す
。

学学
校校
はは
、、
地地
域域
のの
ココ

ミミ
ュュ
ニニ
テテ
ィィ
やや
活活
性性
化化

かか
らら
重重
要要
なな
施施
設設
でで
ああ
るる
。。

ここ
のの
たた
めめ
、、
地地
域域
振振
興興
等等

をを
含含
めめ
たた
検検
討討
がが
必必
要要
でで
、、

統統
廃廃
合合
をを
急急
ぐぐ
ここ
とと
はは
なな
いい

とと
思思
うう
がが
。。

学
校
が
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
中
心
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。
一
方
、

児
童
生
徒
の
減
少
は
、教
育
条

件
、環
境
に
様
々
な
問
題
を
引

き
起
こ
し
て
お
り
、切
磋
琢
磨

で
き
る
環
境
を
整
え
る
た
め
、

学
校
が
適
正
に
配
置
さ
れ
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
こ
の
た

め
、地
域
住
民
の
理
解
と
協
力

を
得
な
が
ら
推
進
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

今
後
、
検
討
課
題
と
な
る
も

の
と
考
え
ま
す
。

震震
度度
六六
以以
上上
のの
地地
震震

でで
倒倒
壊壊
すす
るる
危危
険険
性性
のの

ああ
るる
学学
校校
施施
設設
のの
耐耐
震震
化化
がが

平平
成成
二二
十十
二二
年年
度度
まま
でで
にに
完完

了了
すす
るる
。。
しし
かか
しし
、、
全全
国国
のの

耐耐
震震
化化
率率
をを
下下
回回
っっ
てて
おお
りり
、、

遅遅
れれ
はは
歴歴
然然
とと
しし
てて
いい
るる
。。

今今
後後
のの
対対
策策
はは
。。

現
在
予
定
し
て
い
る

耐
震
補
強
工
事
が
完
了

す
る
と
、
耐
震
化
率
は
、
七

十
一
・
八
％
と
な
る
予
定
で
、

平
成
二
十
一
年
度
末
の
県
下

市
町
の
耐
震
化
率
見
込
み
七

十
三
・
六
％
と
比
べ
、
低
い

数
値
で
あ
り
ま
す
。

今
後
、
少
し
で
も
前
倒
し

施
工
で
き
る
よ
う
に
国
に
対

し
、
補
助
金
の
増
額
を
要
望

－7－

相生市議会だより

地域医療と市民病
院について
子どもの医療費無
料化について
学校施設等につい
て

（代表質問）

岩崎
いわさき

修
おさむ

委
員
会
の
審
査
か
ら

予
算
審
査特

別
委
員
会

市市
民民
病病
院院
のの
地地
域域
医医

療療
でで
のの
役役
割割
とと
責責
任任
をを

どど
うう
考考
ええ
てて
いい
るる
のの
かか
。。

相
生
市
民
病
院
で
は
、

圏
域
で
不
足
し
て
い
る

軽
症
急
性
期
、
亜
急
性
期
医

療
を
行
い
、
在
宅
医
療
後
方

支
援
病
院
と
し
て
の
役
割
を

果
た
し
て
行
き
ま
す
。

子子
どど
もも
のの
医医
療療
費費
無無

料料
化化
はは
、、
現現
在在
、、
各各
自自

治治
体体
にに
おお
いい
てて
、、
大大
きき
なな
流流

れれ
とと
なな
っっ
てて
いい
るる
。。
本本
市市
にに

おお
いい
てて
もも
、、
入入
院院
だだ
けけ
でで
なな

くく
通通
院院
もも
中中
学学
三三
年年
生生
まま
でで

拡拡
大大
すす
べべ
きき
でで
はは
なな
いい
かか
。。

まま
たた
、、
そそ
うう
しし
たた
場場
合合
、、
財財

源源
はは
どど
れれ
ほほ
どど
必必
要要
かか
。。

通
院
に
つ
い
て
の
医

療
費
は
、
入
院
に
比
べ

少
な
い
も
の
で
す
が
、
件
数

が
多
い
た
め
総
額
が
増
え
ま

す
。
ま
た
、
県
か
ら
の
助
成

も
な
い
こ
と
か
ら
、
全
額
、

市
の
負
担
と
な
り
、
現
在
の

厳
し
い
財
政
状
況
か
ら
助
成

の
拡
大
は
困
難
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。

な
お
、
推
計
で
、
約
七
百

万
円
が
必
要
で
あ
り
ま
す
が
、

双葉中学校耐震工事

本
委
員
会
は
、
議
会
改
革

の
一
環
と
し
て
、
本
年
度
よ

り
新
た
に
設
置
さ
れ
、
次
の

委
員
七
名
が
選
任
さ
れ
ま
し

た
。委

員
長
　
阪
口
正
哉

副
委
員
長
　
岩
崎

修

委

員
　
宮
艸
真
木

〃

土
井
本
子

〃

豆
鞘
宏
重

〃

後
田
正
信

〃

盛
　
耕
三

委
員
会
は
、
三
月
十
七
日
、

十
八
日
に
開
催
さ
れ
、
そ
の

主
な
質
疑
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。

◇◇
デデ
ママ
ンン
ドド
タタ
クク
シシ
ーー
試試
験験

運運
行行
委委
託託
料料
にに
つつ
いい
てて

（（
問問
））
運運
行行
開開
始始
時時
期期
おお
よよ
びび

利利
用用
件件
数数
のの
見見
込込
みみ
はは
。。

（
答
）
本
年
五
月
か
ら
半
年
の

実
験
期
間
で
一
、
四
七
二
台

分
を
予
定
し
て
い
る
。

（（
問問
））
効効
果果
のの
判判
断断
基基
準準
、、
対対

象象
地地
域域
へへ
のの
ＰＰ
ＲＲ
はは
。。

（
答
）
現
在
の
バ
ス
利
用
者
の

約
三
割
増
を
目
安
に
考
え
て

い
る
。
ま
た
、
地
元
説
明
会

に
お
い
て
、
高
齢
者
に
わ
か

り
や
す
い
説
明
を
行
い
た
い
。

（（
問問
））
実実
験験
のの
結結
果果
、、
地地
域域
住住

民民
よよ
りり
独独
自自
でで
運運
行行
しし
たた
いい

とと
いい
うう
希希
望望
がが
ああ
るる
場場
合合
、、

市市
とと
しし
てて
のの
補補
助助
等等
のの
支支
援援

をを
行行
うう
考考
ええ
はは
。。

（
答
）
支
援
に
つ
い
て
は
検
討

し
た
い
。

◇◇
子子
どど
もも
手手
当当
にに
つつ
いい
てて

（（
問問
））
支支
給給
対対
象象
児児
童童
はは
何何
名名

かか
。。
まま
たた
、、
そそ
のの
事事
務務
にに
つつ

いい
てて
。。

（
答
）
支
給
対
象
児
童
は
、
三
、

六
八
八
名
を
予
算
計
上
し
て

い
る
。
申
請
が
免
除
さ
れ
る

児
童
手
当
受
給
者
を
除
く
支

給
対
象
者
に
は
、
案
内
文
書

を
送
付
す
る
。

◇◇
生生
活活
保保
護護
費費
にに
つつ
いい
てて

（（
問問
））
保保
護護
件件
数数
のの
状状
況況
、、
まま

たた
、、
保保
護護
のの
要要
因因
にに
つつ
いい
てて
。。

（
答
）
保
護
世
帯
は
、
一
一
六

世
帯
で
あ
る
。
世
帯
数
は
、

増
加
し
て
お
り
、
失
業
等
に

起
因
す
る
も
の
は
七
割
程
度

で
あ
る
。

◇◇
任任
意意
予予
防防
接接
種種
費費
にに
つつ
いい

てて
（（
問問
））
ヒヒ
ブブ
ワワ
クク
チチ
ンン
とと
高高
齢齢

者者
肺肺
炎炎
球球
菌菌
ワワ
クク
チチ
ンン
のの
対対

象象
者者
、、
回回
数数
、、
助助
成成
額額
はは
。。

（
答
）
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
は
、
生

後
二
カ
月
か
ら
五
歳
未
満
の

方
で
、
四
回
を
上
限
と
し
て
、

延
三
八
四
名
に
、
高
齢
者
肺

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
は
、
七
五

歳
以
上
の
方
で
、
延
八
五
〇

【【
一一
般般
会会
計計
】】

答

答

答

答 問

問

問

問



相生市議会だより

－8－

名
で
す
。
助
成
額
は
、
一
回

当
た
り
四
千
円
で
す
。

◇◇
トト
ララ
イイ
やや
るる
・・
ウウ
ィィ
ーー
クク

推推
進進
事事
業業
委委
託託
料料
にに
つつ
いい

てて
（（
問問
））
受受
けけ
入入
れれ
事事
業業
所所
数数
とと

民民
間間
事事
業業
所所
数数
のの
動動
向向
はは
。。

（
答
）
那
波
中
三
八
カ
所
、
双

葉
中
五
四
カ
所
、
矢
野
川
中

十
四
カ
所
で
あ
り
、
民
間
企

業
数
は
横
ば
い
で
す
。

◇◇
地地
域域
活活
性性
化化
・・
臨臨
時時
交交
付付

金金
にに
つつ
いい
てて

（（
問問
））
ここ
のの
交交
付付
金金
にに
よよ
りり
、、

少少
しし
はは
財財
政政
にに
余余
裕裕
がが
でで
きき

たた
とと
思思
うう
がが
、、
そそ
のの
分分
、、
市市

民民
のの
要要
望望
にに
応応
ええ
るる
施施
策策
はは

どど
うう
考考
ええ
るる
のの
かか
。。

（
答
）
次
期
の
健
全
化
計
画
で

事
業
の
見
直
し
を
行
い
、
選

択
と
集
中
で
元
気
の
出
る
計

画
と
し
、
そ
の
中
で
考
え
た

トライやる・ウィーク

い
。

（（
問問
））
国国
民民
健健
康康
保保
険険
税税
のの
滞滞

納納
世世
帯帯
数数
はは
。。

（
答
）
二
月
末
現
在
で
、
四
三

二
世
帯
で
す
。

（（
問問
））
生生
活活
困困
窮窮
でで
、、
医医
療療
をを

必必
要要
とと
すす
るる
場場
合合
はは
、、
短短
期期

被被
保保
険険
者者
証証
をを
交交
付付
しし
たた
事事

例例
はは
ああ
るる
のの
かか
。。
まま
たた
、、
そそ

のの
動動
向向
はは
。。

（
答
）
昨
年
十
一
月
末
で
六
二

世
帯
、
本
年
二
月
末
で
、
五

八
世
帯
と
減
少
し
て
い
る
。

（（
問問
））
看看
護護
専専
門門
学学
校校
のの
本本
年年

度度
卒卒
業業
生生
のの
就就
職職
状状
況況
はは
。。

（
答
）
四
八
名
の
卒
業
生
の
う

ち
、
市
内
の
医
療
機
関
に
就

職
す
る
者
が
四
名
、
進
学
が

一
名
、
残
り
は
市
外
の
医
療

機
関
に
就
職
す
る
予
定
で
す
。

（（
問問
））
特特
別別
養養
護護
老老
人人
ホホ
ーー
ムム

のの
待待
機機
者者
のの
うう
ちち
、、
市市
民民
のの

方方
はは
何何
名名
かか
。。
まま
たた
、、
そそ
のの

状状
況況
はは
。。

（
答
）
昨
年
六
月
調
査
で
、
二

二
二
名
で
、
在
宅
の
方
は
、

一
一
四
名
、
病
院
に
六
八
名
、

他
の
介
護
施
設
が
二
三
名
等

で
す
。

（（
問問
））
介介
護護
職職
員員
処処
遇遇
改改
善善
交交

付付
金金
制制
度度
のの
活活
用用
状状
況況
はは
。。

（
答
）
相
生
市
の
六
四
の
事
業

所
中
、
約
九
十
％
の
申
請
が

あ
っ
た
。

（（
問問
））
診診
療療
報報
酬酬
改改
定定
がが
市市
民民

病病
院院
のの
経経
営営
にに
どど
うう
影影
響響
をを

与与
ええ
るる
のの
かか
。。

（
答
）
改
正
内
容
が
、
産
科
、

小
児
科
等
が
主
で
あ
り
、
当

院
に
は
、
ほ
と
ん
ど
影
響
が

あ
り
ま
せ
ん
。

（（
問問
））
今今
後後
、、
どど
のの
よよ
うう
にに
医医

師師
確確
保保
をを
進進
めめ
るる
のの
かか
。。

（
答
）
難
し
い
問
題
で
は
あ
る

が
、
常
勤
医
師
の
考
え
に
沿

っ
た
方
向
で
進
め
て
行
き
た

い
。予

算
審
査
特
別
委
員
会
の

審
査
の
結
果
を
三
月
定
例
会

最
終
日
に
報
告
さ
れ
、
討
論

を
行
い
、
賛
成
多
数
に
よ
り
、

原
案
可
決
と
さ
れ
ま
し
た
。

((

反反
対対
討討
論論))

行
財
政
健
全
化
の
名
を
も

と
に
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
切

り
下
げ
や
負
担
増
が
さ
れ
、

ま
た
、
民
間
委
託
・
民
営
化

に
よ
る
公
的
責
任
の
後
退
な

ど
見
直
す
べ
き
予
算
が
含
ま

れ
反
対
で
あ
る
。

((

賛賛
成成
討討
論論))

事
業
展
開
等
詰
め
が
甘
い

部
分
も
あ
る
が
、
委
員
会
の

意
見
を
十
分
に
認
識
し
予
算

執
行
を
す
る
こ
と
を
条
件
に

賛
成
す
る
。

「
行
財
政
健
全
化
に
つ
い

て
」
は
、
平
成
十
八
年
度
か

ら
平
成
二
十
一
年
度
ま
で
の

取
り
組
み
結
果
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

委
員
よ
り
、
税
収
を
あ
げ

総
務
文
教

常
任
委
員
会

平成２２年度各会計別予算額 （単位：千円）

会会　　　　　　計計　　　　　　名名 予予　　算算　　額額 対対前前年年度度比比

一一 般般 会会 計計

特特 別別 会会 計計

国民健康保険特別会計

老人保健医療特別会計

公共下水道事業特別会計

看護専門学校特別会計

農業集落排水事業特別会計

介 護 保 険 特 別 会 計

後期高齢者医療保険特別会計

企企 業業 会会 計計

病 院 事 業 会 計

合合　　　　　　　　　　　　 計

△△33..11

△△1100..55

2.8

△75.6

△38.2

△9.0

△1.7

7.1

3.4

1122..22

12.2

△△66..00

％1111,,222200,,000000

99,,220011,,551100

3,884,000

3,000

2,143,700

122,810

394,100

2,247,500

406,400

778877,,000000

787,000

2211,,220088,,551100

る
た
め
に
民
間
を
含
め
た
市

全
体
と
し
て
の
財
産
活
用
が

必
要
と
思
う
が
、
こ
れ
ま
で

の
取
り
組
み
や
今
後
ど
の
よ

う
に
取
り
組
む
の
か
と
の
質

疑
が
あ
り
、
市
有
地
の
有
効

活
用
等
に
よ
る
歳
入
確
保
や

企
業
誘
致
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
策
定
中
の
総
合
計
画
や

次
期
行
財
政
健
全
化
計
画
に

お
い
て
相
生
市
の
魅
力
を
発

信
す
る
中
で
い
か
に
収
入
確

保
の
施
策
に
繋
げ
て
い
く
か

が
最
重
要
課
題
だ
と
考
え
て

い
る
と
の
説
明
を
受
け
ま
し

た
。「

学
校
施
設
の
管
理
運
営

等
に
つ
い
て
」
は
、
学
校
教

育
審
議
会
か
ら
答
申
の
あ
っ

た
相
生
市
立
小
中
学
校
適
正

配
置
計
画
に
つ
い
て
報
告
を

【【
特特
別別
会会
計計
】】

【
表
決
に
つ
い
て
】

【
企
業
会
計
】

【
討
論
の
内
容
】
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矢野小学校

受
け
ま
し
た
。

委
員
よ
り
、
統
合
の
目
標

年
度
が
、
矢
野
小
は
平
成
二

十
四
年
度
、
相
生
小
は
平
成

二
十
六
年
度
と
な
っ
て
い
る

が
期
間
的
な
余
裕
は
あ
る
の

か
、
ま
た
、
複
式
学
級
を
防

止
す
る
た
め
、
市
費
で
教
員

を
雇
用
す
る
と
な
る
と
財
政

を
圧
迫
し
な
い
か
と
の
質
疑

が
あ
り
、
市
と
し
て
小
中
学

校
適
正
配
置
計
画
を
策
定
し

て
い
く
際
に
は
、
ま
ち
づ
く

り
や
住
民
意
識
を
考
慮
す
る

と
と
も
に
財
政
面
の
協
議
も

進
め
た
い
と
の
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

ま
た
委
員
よ
り
、
相
生
小

と
中
央
小
と
の
組
み
合
わ
せ

は
考
え
ら
れ
な
い
か
と
の
質

疑
が
あ
り
、
卒
業
後
に
那
波

中
と
双
葉
中
に
分
か
れ
て
進

学
す
る
こ
と
に
な
り
、
好
ま

し
く
な
い
状
況
と
な
る
と
の

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

民
生
建
設常

任
委
員
会

三
月
議
会
で

決
ま
っ
た
こ
と

「
少
子
化
対
策
に
つ
い
て
」

は
、
相
生
市
次
世
代
育
成
支

援
後
期
行
動
計
画
案
の
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

委
員
よ
り
、
保
育
所
の
定

員
見
直
し
や
効
率
的
な
整
備

を
進
め
る
と
あ
る
が
、
保
育

所
を
整
備
す
る
の
か
と
の
質

疑
が
あ
り
、
定
員
に
つ
い
て

は
、
民
間
保
育
所
の
定
員
見

直
し
を
含
め
平
成
二
十
六
年

度
の
目
標
値
を
設
定
し
て
い

る
。
整
備
に
つ
い
て
は
、
公

立
保
育
所
の
老
朽
化
や
少
子

化
の
影
響
に
よ
る
幼
稚
園
園

児
数
の
減
少
の
問
題
を
踏
ま

え
、
就
学
前
児
童
の
保
育
・

教
育
の
在
り
方
の
検
討
を
進

め
た
い
と
の
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

「
Ｃ
Ｏ
２
削
減
対
策
に
つ

い
て
」
は
、
こ
れ
ま
で
に
ご

み
有
料
化
の
実
施
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ

１
４
０
０
１
認
証
取
得
、
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
補

助
、
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
運
動

に
取
り
組
ん
だ
実
績
と
効
果

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し

た
。「

市
民
病
院
の
運
営
に
つ

い
て
」
は
、
平
成
二
十
一
年

度
の
決
算
見
込
み
、
小
児
科

時
間
外
診
療
の
今
年
度
末
で

の
中
止
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

委
員
よ
り
、
昨
年
度
よ
り

や
や
経
営
状
態
が
悪
化
し
て

い
る
の
か
と
の
質
疑
が
あ
り
、

昨
年
度
よ
り
数
字
的
に
は
悪

い
状
況
と
な
る
見
込
み
で
あ

る
と
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
、
委
員
よ
り
、
改
革

プ
ラ
ン
の
平
成
二
十
三
年
度

の
繰
入
金
六
千
四
百
万
円
の

達
成
見
込
み
は
ど
う
か
と
の

質
疑
が
あ
り
、
今
年
度
は
目

標
を
ク
リ
ア
で
き
る
見
込
み

な
の
で
平
成
二
十
三
年
度
に

向
け
て
職
員
一
丸
と
な
っ
て

頑
張
り
た
い
と
の
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

十
五
億
七
千
六
百
八
十
九
万

六
千
円
と
し
ま
し
た
。

特
別
会
計
七
会
計
お
よ
び

公
営
企
業
会
計
で
七
千
二
百

四
十
一
万
六
千
円
減
額
し
ま

し
た
。

◇◇
相相
生生
市市
農農
業業
振振
興興
審審
議議
会会

条条
例例
をを
廃廃
止止
すす
るる
条条
例例

・
農
業
振
興
地
域
の
農
用
地

等
の
除
外
に
関
す
る
業
務
を

農
業
委
員
会
で
審
議
す
る
た

め
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

◇◇
相相
生生
市市
職職
員員
のの
退退
職職
手手
当当

にに
関関
すす
るる
条条
例例
のの
一一
部部
をを

改改
正正
すす
るる
条条
例例

・
退
職
手
当
の
新
た
な
支
給

制
限
お
よ
び
返
納
等
の
制
度

を
設
け
る
も
の
で
す
。

◇◇
相相
生生
市市
福福
祉祉
医医
療療
費費
等等
助助

成成
条条
例例
のの
一一
部部
をを
改改
正正
すす

るる
条条
例例

・
福
祉
医
療
助
成
対
象
者
の

所
得
基
準
に
つ
い
て
改
正
す

る
も
の
で
す
。

◇◇
相相
生生
市市
消消
防防
手手
数数
料料
条条
例例

のの
一一
部部
をを
改改
正正
すす
るる
条条
例例

◇◇
相相
生生
市市
民民
病病
院院
使使
用用
料料
及及

びび
手手
数数
料料
条条
例例
のの
一一
部部
をを

改改
正正
すす
るる
条条
例例

・
こ
の
二
件
は
、
関
係
法
令

の
改
正
に
よ
り
、
一
部
改
正

す
る
も
の
で
す
。

◇◇
相相
生生
市市
職職
員員
のの
給給
与与
にに
関関

すす
るる
条条
例例
及及
びび
相相
生生
市市
職職

員員
のの
勤勤
務務
時時
間間
等等
にに
関関
すす

【
条
　
　
例
】

太陽光発電パネル（矢野川中学校）

◇◇
平平
成成
二二
十十
二二
年年
度度
のの
予予
算算

はは
、、
別別
表表
のの「「
平平
成成
二二
十十
二二

年年
度度
各各
会会
計計
別別
予予
算算
額額
」」

のの
とと
おお
りり
決決
まま
りり
まま
しし
たた
。。

平
成
二
十
一
年
度
の
補
正

予
算
は
、
九
会
計
で
補
正
を

行
な
い
、
一
般
会
計
で
、
一

千
五
十
万
円
減
額
し
、
百
二

【
予
　
　
算
】
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議
長
交
際
費
の
執
行
状
況

に
つ
い
て

相
生
市
議
会
で
は
、
開
か

れ
た
市
議
会
を
め
ざ
し
て
、

議
長
交
際
費
の
執
行
状
況
を

公
開
い
た
し
ま
す
。

平成２1年度支出明細

区　　　分

慶 弔 費

渉 外 賄 関 係

そ の 他

合　　　計

金 額（円）

28,000

40,360

14,000

82,360

件 数

4 

4

4

12

平成２１年度予算額
３００，０００円

☆
　
詳
し
く
は
、
市
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（（
※※
））
で
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

編

集

後

記

議
会
編
集
委
員
会
の
委
員

が
交
代
し
ま
し
た
。

市
議
会
の
情
報
を
よ
り
わ

か
り
や
す
く
、
市
民
の
皆
さ

ま
に
お
届
け
で
き
ま
す
よ
う

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

るる
条条
例例
のの
一一
部部
をを
改改
正正
すす

るる
条条
例例

・
月
に
六
十
時
間
を
超
え
る

時
間
外
勤
務
に
係
る
時
間
外

勤
務
手
当
の
支
給
割
合
を
引

き
上
げ
る
も
の
で
す
。

◇◇
相相
生生
市市
国国
民民
健健
康康
保保
険険
税税

条条
例例
のの
一一
部部
をを
改改
正正
すす
るる

条条
例例

・
国
民
健
康
保
険
税
の
介
護

納
付
金
の
課
税
限
度
額
を
改

正
す
る
も
の
で
す
。

◇◇
相相
生生
市市
立立
特特
別別
養養
護護
老老
人人

ホホ
ーー
ムム
のの
設設
置置
にに
関関
すす
るる

条条
例例
のの
一一
部部
をを
改改
正正
すす
るる

条条
例例

・
こ
の
条
例
は
、
短
期
入
所

生
活
介
護
事
業
の
定
員
を

「
四
名
」
か
ら
「
八
名
」
に
す

る
も
の
で
す
。

◇◇
相相
生生
市市
民民
のの
住住
みみ
よよ
いい
環環

境境
をを
まま
もも
るる
条条
例例
のの
一一
部部

をを
改改
正正
すす
るる
条条
例例

・
地
域
の
安
全
安
心
お
よ
び

環
境
保
全
の
観
点
か
ら
、
空

家
の
管
理
者
に
対
す
る
適
正

な
管
理
義
務
と
そ
の
違
反
者

に
対
す
る
勧
告
を
行
う
た
め

の
規
定
を
追
加
す
る
も
の
で

す
。

◇◇
相相
生生
市市
火火
災災
予予
防防
条条
例例
のの

一一
部部
をを
改改
正正
すす
るる
条条
例例
のの

制制
定定

・
個
室
型
店
舗
の
避
難
通
路

確
保
を
図
る
規
定
を
追
加
す

る
も
の
で
す
。

◇◇
和和
解解
及及
びび
損損
害害
賠賠
償償
額額
のの

決決
定定
にに
つつ
いい
てて

・
相
生
市
立
総
合
福
祉
会
館

内
で
発
生
し
た
事
故
に
係
る

示
談
契
約
の
締
結
お
よ
び
損

害
賠
償
額
を
決
定
す
る
も
の

で
す
。

◇◇
西西
播播
広広
域域
行行
政政
協協
議議
会会
のの

廃廃
止止
にに
つつ
いい
てて

・
協
議
会
を
平
成
二
十
二
年

四
月
一
日
を
も
っ
て
廃
止
す

る
も
の
で
す
。

◇◇
訴訴
ええ
のの
提提
起起
にに
つつ
いい
てて

・
賃
料
支
払
請
求
権
取
立
訴

訟
事
件
に
関
し
訴
え
を
提
起

す
る
も
の
で
す
。

◇◇
市市
道道
路路
線線
のの
認認
定定
にに
つつ
いい

てて
・
開
発
行
為
に
伴
う
道
路
整

備
に
よ
り
一
路
線
の
認
定
を

行
う
も
の
で
す
。

◇◇
副副
市市
長長
のの
選選
任任
にに
つつ
いい
てて

同同
意意
しし
まま
しし
たた
。。

相
生
市
山
手
二
丁
目

一
一
三
番
地
の
五

瀬
川
せ
が
わ

英
臣
ひ
で
と
み

さ
ん

陳
情
の
審
査
結
果

【
継
続
審
査
】

【
人
　
　
事
】

【
事
件
案
件
】

◇◇
陳陳
情情
第第
一一
号号

改
正
国
籍
法
の
厳
格
な
制

度
運
用
を
求
め
る
意
見
書
を

提
出
す
る
陳
情

◇◇
陳陳
情情
第第
二二
号号

永
住
外
国
人
へ
の
地
方
参

政
権
付
与
の
法
制
化
に
反
対

す
る
意
見
書
を
提
出
す
る
陳

情五
月
臨
時
会
で

決
ま
っ
た
こ
と

【
報
　
　
告
】

◇◇
平平
成成
二二
十十
二二
年年
度度
にに
おお
けけ

るる
地地
方方
税税
法法
のの
一一
部部
改改
正正
にに

伴伴
うう
関関
係係
条条
例例
のの
整整
備備
にに
関関

すす
るる
条条
例例
のの
制制
定定
にに
つつ
いい
てて

処処
分分
のの
件件
報報
告告

・
報
告
に
つ
い
て
承
認
し
ま

し
た
。

◇◇
相相
生生
市市
一一
般般
会会
計計
予予
算算
繰繰

越越
明明
許許
費費
にに
つつ
いい
てて

・
報
告
に
つ
い
て
了
承
し
ま

し
た
。

議会活動状況

＜３月＞
１０日　議会報第９６号発行
１１日　定例市議会再開　
１２日　定例市議会再開　
１５日　民生建設常任委員会　
１６日　総務文教常任委員会
１７日　予算審査特別委員会　
１８日　予算審査特別委員会
２５日　定例市議会閉会
２９日　東京都中野区議会 行政視察来相

＜4月＞
１３日　西播磨市町議長会　　　　　（姫路市）
１４日　播但市議会議長会　　　　　（宍粟市）
１６日　議会報編集委員会
２０日　近畿市議会議長会　　　　　（堺市）
２３日　総務文教常任委員会
２８日　兵庫県市議会議長会　　　　（加東市）

＜５月＞
６日　代表者会議
１０日　議会運営委員会
１１日　茨城県高萩市　行政視察来相
１２日　群馬県富岡市　行政視察来相
１４日　臨時市議会開会　　
１８日　総務文教常任委員会
１９日　民生建設常任委員会　　
２６日　全国市議会議長会　　　　　（東京都）

＜６月＞
１日　議会運営委員会


